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P − 103　 精管結紮マ ウ ス よ り得られ た抗精子モ ノ

ク ロ
ー

ナ ル 抗体 4A11 に よ っ て 認識 さ れ る 対応抗原

分子 の 解析

ポ ス ター S − 387

P − 1e4　 抗精子抗体測定に おける ラテ ッ クス ビ

．一ズ 法の 特性に つ い て
一精子不動化試験、蛍 光抗

体法 、 酵素抗体法 との 比較検討一一
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【目的】精管結紮マ ウス よ り作成 した、マ ウ ス 精

子尾部 に 反応す る抗精子 モ ノ クロ
ー

ナ ル 抗体4All

（MAb −4Al1 ）を用 い て マ ウ ス 精巣cDNA ラ イ ブ ラ リ
ー

をス ク リーニ ン グ し た結果、1つ の 陽性 ク ロ
ー

ン を

得た こ と を前 回の 本学会 で 発表 した 。 今回、得 ら

れ た ク ロ ー
ン をもと に 遺伝子組換 え蛋 白（r一蛋 白）を

合成 し、こ れ をマ ウ ス と ウサ ギ に免疫 して作成 し

た抗血清につ い て そ の 特異性 を検討した の で 報告

する 。　【方法】マ ウス 精巣cDNA ラ イブ ラ リ
ー

を

MAb −4Allで ス ク リ
ーニ ン グ して得た ク ロ ーン の シ

ーク エ ン ス を明らか に した後 、 こ れ を発現ベ ク タ

ー
（pQE30）に組み込 みr一蛋白を合成 した。こ れ を

マ ウ ス 及び ウ サ ギ に フ ロ イ ン トア ジ ュ バ ン トと共

に 強化免疫 し抗血清 を作成 した。　【成績】得られ

たcDNA ク ロ
ー

ン の シー
クエ ン ス は、　 S．mutans の

phosphotransferase　llと高い 相同性を示 した 。 ま た 、

r一蛋自はMAb −4All とも反応性を示し、こ れ を ウサ

ギ に免疫 して 得 ら れ た抗血 清 は マ ウス 精子 だ け で

な く、ラ ッ ト、ハ ム ス タ
ー、モ ル モ ッ ト、ヒ ト精

子 とも反応 した。しか し、免疫マ ウス か ら得られ

た抗血清は い ずれ の精子 とも反応性を示 さな か っ

た。 　【結論】MAb −4All に よ っ て 認識され る抗原物

質は 、 精管結紮マ ウ ス 自身に よ っ て認識さ れ る精

子特異的自己抗原で ある が 、 対応遣伝子 をE ．coli

に トラ ン ス フ ェ ク トして 合成 したr一蛋 白はマ ウス に

免疫原性を示さなか っ た 。 F 蛋白に対する ウサギ免

疫抗血清 は広 く哺乳動物精子 と反応 し、系統発生

的に保存され た抗原物質で ある こ とが解 っ た。

【目的】血清中抗精子抗体の 検出には精子不動化

試験（SIT）が汎用され て い るが 、こ れ は補体依存性

反応であ り、補体非依存性 の 他 の 検出法 とは抗精

子抗体の別の側面 を検出して い る可 能性が ある 。

一方、ラテ ッ ク ス ビーズ法（LBA ）は精子上の抗体 を

ラ テ ッ クス ビーズに結合した抗免疫グ ロ ブ リ ン （Ig＞

抗体と反応 させ る 方法で 、 補体非依存性反応で あ

り抗精子抗体の付着部位お よび【g クラス が判定で

きる特性が ある 。 今 回、 我 々 はSIT、
　 LBA 、 蛍光抗

体法（FA ）と酵素抗体法（ELISA）を同
一

血清 で比較検

討 した 。 【方法】対象 は不妊外来受診の 59組の夫

婦 で、LBA は コ ン トロ ール 精子 と検査血清 を培養

（37℃ ／30 分間） した後 3回洗浄 し、運動精子は

2× 107／ml 以上 に調整 して精子浮遊 液10yI とラ

テ ッ クス ビ ーズ 10 μ 1を混合 し、光学顕微鏡で 観察

後、付着率が 17％以上を陽性 と判定した。SITは磯

島らの方法 を用い
、 SIV値 2．0以上 を陽性 とした 。

FA はYoung の 方法で 、46 ％以上 を陽性 とした 。

ELISA法はZER社製キ ッ トを用 い 75U ／m1 以上 を陽

性 と した。 【結果】各検査 の 陽性率はLBA9 ，5％、

SIT5 ，6％、　 FA16 ％、　 ELISA120 ％で あっ た。陽性陰

性の
一
致率はLBA とSIT94、7％ 、

　LBA とFA89 ．1％、

SITとFA87 ％で あ っ たが 、　 ELISAは他との
一
致率が

有意に低か っ た。各測定値 の 相関 を検討する と、

LBA対 SIT ：r
＝ 0．515 、

　 LBA 対FA ：r
＝O．427で正 の

相関を示 し た 。 LBA の lgク ラ ス 別には IgGは SIT ：

r
＝0．323，FA ：r

＝＝O．700 と相関 した 。
　 IgAは FA とは

r
＝ 0．678 の相関を示 したが SITと は相関 しなか っ た 。

LBA で lgA陽性の 7例 中4例 はSIT陰性で あ っ た 。

【結論】LBA はSITの境界域の もの も含め抗精子抗

体の IgG分画 を検出 し、さ らにSITで検出 し得ない

IgA抗体をも検出するこ とが示 された 。
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